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研究成果の概要（和文）：本研究は、グローバル化が進展しつつも、本格的な工業化や植民地化が開始される直
前期にあたる17・18世紀を中心とした近世期のアジア社会の多様性、アジア域内及び世界との連関性、さらには
それらの変容を明らかにすることを目的とした。事例として、とくにアジアでの砂糖の生産・国際流通・消費文
化を分析し、これをベースにして砂糖以外の題材からも近世アジア社会へのグローバル・ヒストリー的アプロー
チを試み、当該期のアジア社会の重要性を明確化させた。

研究成果の概要（英文）：This research project analyzed a variety of dynamic transformation of Asian 
societies and the connections of Asian societies with other Asian societies and the world economy 
during the early modern period from the 17th to the 18th centuries, when the globalization proceeded
 just before the industrialization and colonization globally began on a large scale since the 
mid-19th century. For this purpose, the project investigated a sample set of the production, trade 
and consumption culture of sugar in Asia. Finally, based on the research on the cases of sugar and 
others, the project examined the significance of Asian societies in the early modern period from 
global history perspectives.
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１．研究開始当初の背景 
現在までに至るグローバル化の開始時期

に関しては諸説あるが、ひとつの有力な見解
として、15 世紀末からのいわゆる大航海時
代に始まったとする見解がある。グローバル
化により、各々のローカルな地域社会は人・
モノ・カネ・情報の各面において結びつけら
れた。こうした数百年にわたるグローバル化
が、ローカルな地域社会にいかなる社会的・
文化的変容をいかに迫ったのかは、適切な事
例地域を挙げ、実証的レベルから考察する必
要がある。 
たとえば、近世期からのグローバル化とい

うことでは、アンドレ・グンダー・フランク
の『リオリエント』（藤原書店、2000 年；原
著は 1998 年）が挙げられよう。本書は、本
来豊かさに富むアジア社会に西洋が参入し
てきたという見取り図を提示し、大航海時代
という言葉が描き出す西洋中心主義的発想
とは異なる斬新な世界史像を示した。とまれ、
どのような見方をとるにせよ、近世期から確
かにグローバル化の流れが進展し、現在まで
加速度的に進んできたという見方は検証に
値する。 
しかし、フランクを含め、近年のグローバ

ル・ヒストリーと称する、グローバル化の歴
史的考察は、具体的かつ実証的分析を意外な
ほど度外視して展開されてきたといえるの
ではないだろうか。本共同研究は、こうした
旧来のグローバル・ヒストリー研究に対する
批判的視点を維持しながら、砂糖という具体
的事例をもとに、それを質的に向上させる試
みである。 
 
２．研究の目的 
本共同研究は、近世期のアジア経済・社会

をグローバル・ヒストリーの文脈から実証的
に解釈しなおすことを主要課題とした。この
ため、第一に、砂糖を題材として、この主要
課題について具体的かつ実証的に検討する
こと、第二に、この砂糖を事例とした分析の
延長上に、グローバル・ヒストリー的に近世
アジア史を再考することの 2つを研究の目的
とした。 
砂糖を取り上げる理由としては、これまで

の研究ではいわゆる近世期においてアフリ
カからの奴隷労働力を酷使して新大陸で生
産された砂糖がイギリスをはじめとした西
洋諸国に輸入され、旧来は奢侈品であったも
のが 19 世紀までに大衆品にまでなり、産業
革命期の労働者を支える嗜好品として愛用
されたという。これをイギリス史家の川北稔
は『砂糖の世界史』（岩波書店、1996 年）と
して論じた。しかし、当該期には、砂糖は新
大陸ばかりでなく、アジアの各地でも生産さ
れていた。ただし、アジア砂糖の場合は大部
分がアジア内で消費されるため、西洋史家の
目にはアジア砂糖は目に留まらなかったの
である。本来はアジア砂糖の生産・消費の文
化をも含めて、近世世界の砂糖の世界史を再

構築し、本格的な工業化や植民地化の直前期
においてアジアや世界の社会がいかに変容
してきたのかを検討してみることは意義の
あることであると考えたからである。 
かくして、本共同研究の目的の特色として

は、次の 3 点にまとめることができよう。 
第一に、実証的グローバル・ヒストリー研

究として、近世アジアの砂糖を事例として実
証研究を進めるという研究枠組みが独創的
であるといえる。また、アジア各地域のロー
カルな砂糖の生産と消費文化をも扱うこと
で、グローバル化の進展に伴うローカルな社
会の変容を史実に基づいて考察することが
可能になる。 
第二に、従来あまり利用されてこなかった

重要史料であるオランダ東インド会社文書
の利用が一大特色となっている。加えて、日
本語史料、中国語史料、マレー語史料、ペル
シア語史料などといったアジア現地語史料
をも同時に用いるマルチ・アーカイブな手法
を使うことで、単なる推測にすぎない歴史研
究を排除し、実証的に研究をおこなうことを
可能ならしめ、研究水準を大幅に向上させる
ものとなっている。 
第三に、なお、グローバル化過程における

日本の位置付けを試みることが本共同研究
では可能となっている点も強調したい。砂糖
を事例とすることで、いわゆる鎖国期の日本
をグローバル・ヒストリー研究の考察対象と
することができ、世界の中の日本の位置付け
を長期的に考察しうるのである。 
 
３．研究の方法 
本共同研究は、17 世紀から 18 世紀までを

中心として、アジアの砂糖ならびにアジア近
世史一般について以下の諸点を明らかにす
ることを目指した。 
研究事項①「砂糖生産の動向」： 
日本、中国、台湾、インドネシア（ジャワ）、
インド（ベンガル）における砂糖の生産量、
生産技術、労働者、生産システムを解明する。 
研究事項②「砂糖の国際貿易」： 
中国人商人やマレー人商人といったアジア
系商人やオランダ東インド会社、イギリス東
インド会社、ヨーロッパ系自由貿易商人ごと
による貿易量や彼らの競争関係を明らかに
する。 
研究事項③「砂糖の消費文化」： 
日本、中国、インドネシア（ジャワ）、イン
ド、イランにおける砂糖の国内流通、砂糖消
費に関する料理・菓子の文化、精白糖でない
地元の砂糖消費文化を検討する。 
研究事項④「グローバル・ヒストリー的文脈
における近世アジア」： 
 研究課題①～③の検討結果を用いて、アジ
アを含めた砂糖の世界史を概観するほか、近
世アジア史を世界史的に位置づけしなおす
作業を行う。 
なお、実証的な分析に関しては、とりわけ

オランダ国立公文書館とインドネシア国立



公文書館の所蔵するオランダ東インド会社
文書を多用した。そのほか、英国図書館の所
蔵するイギリス東インド会社文書、さらには
日本語やペルシア語などのアジア言語によ
る技術書、貿易関係文書なども用いた。 
 
４．研究成果 
研究事項①～③について、研究代表者、研

究分担者、研究協力者の各自が得意とするア
ジア地域ならびに史料を用いて実証研究を
行った。特に第 2 年度の 2016 年 7 月末に東
京で国際ワークショップを開催し、研究の進
捗状況の確認などを行い、国際共同研究とし
て統一感のある研究内容や成果をうみ出す
ためのすり合わせを行った。 
 17・18 世紀を中心とした近世期に、中国、
日本、インドネシア（ジャワ）、インドとい
ったアジア各地における砂糖生産は活発化
した。アジアで生産された砂糖はヨーロッパ
市場にもたらされたほか、中国、日本、イン
ド、イランといったアジア内部での多量に消
費されるようになった。砂糖はアジア域内貿
易における主要商品であったとともに、その
生産ならびに消費の増大は、当該期のアジア
社会の成熟を裏付ける事象であった。また、
精白糖以外の砂糖生産と消費の重要性も明
らかとなった。アジアにおいては、黒砂糖と
いったサトウキビから生産される砂糖のほ
か、ヤシ砂糖などの生産や消費も重要であっ
たのである。すなわち、精白糖のごとき世界
商品のほかに、他の砂糖がアジアにおける甘
味商品として補完し、アジアの多様な甘味文
化を形成していたのであった。 
 さらに研究事項④については、グローバ
ル・ヒストリーの文脈に、本研究が砂糖を事
例として分析した近世アジア社会一般の事
項、すなわち生産、流通、消費の状況を踏ま
えて、日本を含む当該期アジアの世界史的重
要性を明らかにした。 
なお、研究成果はすでに論文や図書で公表

されているが、そのほかに、アジア砂糖に関
する英語の論文集1冊ならびに近世アジアを
グローバル・ヒストリー的文脈に新たに位置
づけることを試みる日本語の論文集2冊を刊
行する予定である。 
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